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１．施設名称について

（１）現在の施設

◆名 称 ・・・『町田リサイクル文化センター』

（２）新しい施設

◆名 称 ・・・ 新しい施設の名称を決定します。

条例※で定める名称で、公文書等に用いられます。

※町田市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例第32条の2



２．施設名称の考え方について

◆名称を考えるにあたって

・新しい施設の目的や機能がわかりやすい

・どこにある、どんな施設かをイメージしやすい、

わかりやすい



２．施設名称の考え方について

◆名称に込めたいコンセプト

・持続可能な循環型社会の実現を目指した施設

であること

・焼却熱を利用して高効率発電を行い、

多くのエネルギーを創出すること

・生ごみを発酵させたガスを利用して、

エネルギーを創出すること



３．施設名称（案）へのご意見

①第17回地区連絡会でのご意見

◇MRCという呼び名も浸透している「文化」をとるだけでよいのでは

（町田リサイクルセンター）

◇町田リサイクルエネルギーセンターがよいのでは

◇リサイクルという言葉は残したい

◇バイオ施設は関東で初めてかもしれないが、

バイオを強調することは抵抗がある。



４．施設名称（案）について

１案「町田バイオエネルギーセンター」
町田のごみ処理施設は、生ごみを資源化するバイオガス化施設を併設し、再生可能エネル

ギーを積極的に活用する循環型社会の形成を推進する施設である。

２案「町田リサイクルエネルギーセンター」
町田のごみ処理施設は、ごみとして処理する量を削減するため、リサイクルの向上を図り、

再生可能エネルギーを積極的に活用する次世代につながる施設である。

３案「町田環境エネルギーセンター」
町田のごみ処理施設は、資源化率向上を図り環境にやさしく、焼却する際に発生する熱は高

効率で再生可能エネルギーを回収する未来につながる施設である。



5．愛称の役割と活用事例について

①愛称の役割 …親しみを込めて呼ぶ名称

②愛称の活用事例 …HPやパンフレット、広報誌に掲載



5．愛称の役割と活用事例について

③愛称（俗称）の類似事例

道路：国道○号線、都道○号線、市道○号線

➡甲州街道、町田街道、さくら通り

公園：西六郷公園、西新小岩五丁目公園

➡タイヤ公園、モンチッチ公園



5．愛称の役割と活用事例について

④愛称の町田市事例（25の道路に愛称をつけています。）

境川ゆっくりロード 鶴間パークウォーク、
南町田グランベリーウォーク

他にさくら通りなど



5．愛称の役割と活用事例について

②愛称の活用事例 …HPやパンフレット、広報誌に掲載

◆「バリクリーン」今治市：名称は「今治市クリーンセンター」

広く市民の方々に知っていただくとともに、親しみをもって頂くために小学生を対象に名前を
募集

◆「エコポッポ」湖周行政事務組合：名称は「諏訪湖周クリーンセンター」

小さいころわくわくした力強く煙を吐いて元気よく走る汽車を思い出した。昔は黒い煙だった
が、今はその力を発電に利用するとのこと。子供たちの夢を乗せてシュッシュポッポと走り続け
ていた汽車のようになってほしいという、意味がある。



5．愛称の役割と活用事例について

②愛称の活用事例 …HPやパンフレット、広報誌に掲載

◆「クリーン・エネ・パーク南部」福岡都市圏南部環境事業組合：

名称は「福岡都市圏南部工場」

福岡都市圏南部に４市１町という新たな枠組みでできた清掃工場。ごみ焼却の熱を活用し
た発電など再生可能エネルギー発電にも優れているということから「クリーンパーク」「クリーン
エネルギー」を組み合わせた。

◆「はなもゆ」萩・長門清掃一部事務組合：名称は「萩・長門清掃工場」

市民の皆様に関心をもっていただき、身近で親しんでいただける施設


